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Abstract: We are developing a formula editor for children with physical disabilities. The formula editor named
"latexkbd" is designed for students of elementary and junior high schools and can be operated using mouse or single
key input. Latexkbd describes not only formula but also reduction of a fraction or calculation with figures. Easiness
or number of keys on software keyboard can be adjusted to a learning level or grade of students. In the current version,
performance of latexkbd is relatively slow. Before releasing this software, we will extend its functions and reflect field
test results.


























本論文では, 第 2 章で数式入力ソフトの現状を概観
し, 第 3 章及び第 4 章で試作したソフトウェアについ


















TEX は数学者 Donald E. Knuth によって開発され
た組版処理ソフトウェアである. TEX は数式入力に
も優れており, 数学系理工系の論文でも多く用いられ






































及び perl-tk を用いた. perl は Larry Wall 氏によっ
て開発されたプログラミング言語である. perl は,
言語処理, テキスト処理に優れているという特徴があ
り, 本研究で用いる LATEX のソースファイルを自動
編集するなどの場合に適した言語のひとつである. 本
研究で開発に用いた perl のバージョンは v5.10.1 であ
る. Tk は GUI 用のオープンソースのウィジェット
ツールキットで, perl-tk は perl から Tk を操作する
モジュールをさす. 開発に用いた Tkのバージョンは
8.4.19, perl-tk のバージョンは 804.030-1 である.
バックエンドでは組版システム LATEX を呼び出し
ている. 開発に用いた LATEX のバージョンは pTeX
3.141592-p3.1.11 である.
数式表示部分は開発効率の観点から独自開発とはせ







































PC Think Center cf-j10
CPU Intel Core i7-2600S / 2.80GHz Intel Core i5-2450M/ 2.50GHz
memory 8 G byte 4 G byte
hard disk 1 T byte HDD 128G byte SSD
OS debian GNU/ Linux ver 7.6 (wheezy) debian GNU/ Linux ver 7.6 (wheezy)










難易度は, 学習内容に応じて 0から 7の 8段階に分
類している. 難易度 0の場合, 足し算, 引き算だけを
想定し, ｢0｣ から ｢9｣ の数字, ｢＋｣ ｢－｣ の演算記
号, ｢筆算｣ キーなどが配置されている. 難易度 1 の
場合, 数字の他に, 四則演算記号などや筆算, 分数計
算のための ｢字消し｣ などのキーが用意されている.
図 1 は, 難易度 1 の例を示している. 0～7 の各難易
度と対応する学習内容とキーの例を表 2にまとめる.
また, 各難易度において, 数式入力キーの他に ｢保存｣
｢印刷｣ などの機能キーや, 問題番号の区別をする
｢大問｣ ｢小問｣ キーなどが配置される. 図 2に難易度
7の場合のソフトウェアキーボードの例を示す.





難易度 4, 5, 6, 7 の場合, sin cos などの三角関数や,






また, 難易度 7で使用する場合を想定して, 視覚的
にキーと記号の対応をとれるようにキーラベルを書き
換えたキーボードを作成した. 作成したキーボードの













難易度 内 容 キーの例
0 ： 足し算, 引き算 ＋, －
1 ： 四則演算, 分数 ×, ÷, ｢筆算｣, ｢分数｣ ｢字消し｣
2 ： 数の大小 ＜, ＞などの不等号
3 ： 百分率, 比例 ％, ：
4 ： □, △を用いた式 □, ○, △, (,)
5 ： 円周率, 平方根, 記号の計算 π, √, a, b, c, x, y ｢上付き｣
6 ： 三角関数, 数列の和 sin, cos, tan, Σ

























本ソフトウェア実行中に ｢筆算｣ キーを押すと, 筆
算モードに移行する. このモードでは表のマスの中に
数字や記号を入力することで筆算の記述を実現してい
る. ｢0｣ から ｢9｣ の数字や ｢＋｣ ｢－｣ などの記号は






め, ｢字消し｣ ｢上付き文字｣ などは 1マスの中に入る
ようにしてある.
. ソフトウェアの構造
LATEX は LATEX コマンドのかかれたソースファイ
ルをコンパイルして, 組版された文書ファイルを出力
する. 本ソフトウェアの入力部分は, この LATEX の
ソースファイルを生成するインタープリターの役割を
果たしている. その際, ワンキーストロークごとに
LATEX コマンドを自動生成し, コンパイル／ 表示す
る. これにより, ユーザは LATEX のコマンドを意識
することなく実質的に LATEX を扱うことができるよ
うになっている.
LATEX のコマンドは, 例えば ｢∞｣ を入力するな
ら ｢¥infty｣ とするなど, ｢バックスラッシュ+ コマ
ンド｣ という形をしている. また, 平方根や分数など













本ソフトウェアは, LATEX 一式及び perl-tk が動く
Linux システム上であれば動作させることができる.
一方, 市販されているパーソナルコンピュータ・
IBM PC/AT 互換機の多くはMS ウィンドウズがプ
リインストールされている. これらに Linux をイン
ストールすることも可能であるが, ユーザ環境によっ
てはOSのインストールまではできない場合もある.





























































間については, 本ソフトウェアでは, 1 キーストロー
クごとに LATEX ソースファイルをコンパイル・書き
出ししていることが, 速度低下の原因に挙げられる.
現時点では, 既存の LATEX ソフトウェアをそのまま
利用しているためにこのような構成になっている.
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